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株式会社LSIテクノの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、平成30年３月29日開催の取締役会において、下記の通り、株式会社LSIテクノ（以下「LSIテクノ」

といいます）の自己株式を除く発行済全株式を取得（以下「本件株式取得」といいます）し、同社を100％子会社

化することを決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．株式の取得の理由 

 当社は、「モノを仕入れて売る“商社”ではなく、開発からサポートまでトータルソリューションで寄り添う“技

術商社”」を標榜し、電子ミラー向けカメラモニタリングシステムを皮切りとしたシステムソリューションの提供

に向けて、技術部門の更なる強化を進めております。 

一方、LSIテクノは、50名程度の設計エンジニアをかかえ、イメージセンサーをはじめとしたLSI設計請負業

務等により、高付加価値事業を展開しております。 

 当社は、LSI テクノの事業を当社に取り込むことによる当社事業の高付加価値化に加えて、同社の優秀な設計

エンジニアの活用による当社技術部門の強化とシステムソリューション事業の高度化と拡大を企図し、LSI テク

ノの株式を取得することといたしました。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社LSIテクノ 

（２） 本社事業所所 在地 神奈川県横浜市西区南幸2-1-22 相鉄南幸第２ビル ６F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小松 貴聡 

（４） 事 業 内 容 LSIの設計・検証・評価請負業務 

（５） 資 本 金 23百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成28年10月26日 

（７） 大株主及び持株比率  
普通株式（1,601株）   小松 貴聡 28.8％ 他８名 

甲種種類株式（3,000株）小松 貴聡以外の株主２名 

（８） 上場会社と当該会社 

  と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

  

会社名  ：株式会社ＵＫＣホールディングス 

（コード：3156 東証第一部） 

代表者名：代表取締役社長 栗田 伸樹 

問合せ先：グループ執行役員 

経営企画部門長 大澤 剛 

（TEL：03－3491－6575） 
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（９） 当該会社の経営成績及び財政状態 

決算期 平成29年９月期 

 純 資 産 127百万円 

 総 資 産 268百万円 

 売 上 高 741百万円 

 営 業 利 益 120百万円 

 経 常 利 益 111百万円 

 当 期 純 利 益 81百万円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１）氏名 小松 貴聡（現LSIテクノ代表取締役社長） 

（２）住所 神奈川県横浜市 

（３）上場会社と当該個人の関係 
当社と当該個人との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引関係

はございません。 

※ 上記小松氏が、他の株主全員から保有株式全ての譲渡を受けた後、小松氏所有の株式も含め、その全てを当社

が小松氏より取得することにより、本件株式取得後の当社持分比率は100％となります。 

 

４．取得株式数及び取得前後の所有株式の状況 

（１）異動前の所有株式数 0株（議決権所有割合 0％） 

（２）取 得 株 式 数 
普通株式1,263株（議決権の数 1,263個） 

甲種種類株式2,358株（議決権の数 0個） 

（３）異動後の所有株式数 3,621株（議決権所有割合 100％） 

※上記の当社取得対象株式以外の発行済株式は、本件株式取得の実行までに予定されているLSIテクノによる自

己株取得の対象であるため、本件株式取得の時点ではLSIテクノ保有となります。 

※ 取得金額につきましては、売主との協議により非公開としておりますが、公平性・妥当性を担保するため、 

第三者機関による財務・法務デュー・ディリジェンス結果等をもとに決定しております。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成30年３月29日 

（２） 株 式 譲 渡 契 約 締 結 日 平成30年３月29日 

（３） 株 式 譲 渡 日 （ 予 定 ） 平成30年５月１日 

 

６．今後の見通し 

本件が当社の平成30年３月期連結業績に与える影響は軽微であります。 

また、平成31年３月期に関しましては、連結子会社として連結業績への貢献が見込まれます。 

なお、LSIテクノの新経営体制につきましては、社名や経営陣を含め、早期に決定してまいります。 

 

以上 


